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思いを馳せる｡老いて美しい ｢あなた｣の背後に ｢私｣は ｢あなた｣の生きてきた痕跡の数々を見
る｡選択を迫られた出来事の数々を｡苦しいことも多かった｡だが全ては過ぎ去り,やがて ｢あな
た｣は ｢時｣の手の届かないところに安らぐことになるのだ,と ｢私｣は想像する｡
この詩には ｢時｣に関する表現が多い｡この詩の構図そのものが ｢あなた｣の現在を通 してその
未来を描き出し,また,未来に立って逆に現在 (過去)をふりかえるというように,想像の力で通
常の ｢時｣を超える形式をとっている｡ ｢あなた｣は古代人を,また作中人物であるコ-デリアを


















































































































この詩においても ｢私｣と ｢あなた｣は互いに全く孤立している｡ ｢私｣の思いは ｢あなた｣に




















































































































































粒子となる｡その時 ｢私｣もまた ｢あなた｣のそばで踊りたいとの ｢私｣の願いは,現世における
愛と自立とを想像の世界においてなお実現せんとするリッチの野心の表れといえよう｡
リッチにとって個についての認識を深めることはまた孤独と愛が人間にとって本質的なものであ
ることを知ることであった｡愛は当然のことながら他者に向けられる｡第3詩集の詩において ｢自
己｣と ｢他者｣は理解 し得ないものだとする考え方はまだ支配的であるが,愛の重要性も意識され
始めた｡｢闇のあとに｣(A氏erDark,第4詩集)に見られる ｢世界を守ろうとする｣態度-の兆し
は第3詩集にもほの見えており,それはこの愛の認識に起因すると考えられる｡
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